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1．緒 言

　筆者は既に対称三相巻コンデンサモータ，非対称二相巻コンデンサモータ等に対する

一種の図式考察法を提唱し，断簡上是をk法，k鱒法と仮称した。この方法に依れば諸

特性の計算が迅速に出来る刷りでなく特性全般及び諸特挫聞の相互開一等：の直観的把握
　　　　　　　　ロラ
に極めて便利である。

　本論文の即内はこの図式考察法の工学的応用面を示すにあるが読者の便を考え，以下

にこの考察法そのもの玉概略を述べてから本論に入る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ia
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Va漏対灘鵬誌ζ歯牙続篇「長州

挿入インピーダンスZo5にか鼠る電圧しZosは

　　　u63盟z6読甑Fグーレ「‘麟（1一α）ゾユ＋（1一α2）1／2・……・………一……一…・…一（2）

ヌ．，電源霊圧Uは

1㌃，Vb

　　　匹・玲一uド（1一α2）レ『、＋（1一α）u2・・…………9・…一……一・…一………・（3）

平衡運転時には多z2ロ0で，この時の殆を積。とすると③式から

　　　U、。隅ゾノ（1一α2）漆・一ゴ30．U／～／き・………一一・…………一…・一……・一…・㈲
　　　　　の　　　の　　　ぽセエ
こ鼠に於て・4i，∠42，ん　を次の様に定義する。

　　　ノ41＝慧1／1／1／10，　　　！窪2＝蟄軍／2バ／10　　・・一一・・一・・一…　一・一・◆・・一・・一一・…　一…　一・・・…　一・…　一・…　（5）

　　　々調レ「05／レ72＝コ2Zo∫1ヒ／レ「一・・・…　一…　一・。…　◆・・・…　一一・9・一・…　『・。・・一・・・…　6…　。・◎◎・一・一…　一（6）

然る時は（2），③式より是等三者の関係式として次式が得られる。

　　　急‡鷺1筏蝉　　｝・一・一…一一・一一…一・《の

　但し　．4〆ゴ1一41

静信州大学助教授

〔註1〕ノ11，・42，々のみに・を附すQ他の量は・がないからと言って必らずしもスカラー量ではない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　う

第2図に於てRノ〉を々の基準ベクトル（或いは単位ベクトル）とし，是に対し々をRん

で示したものとする。然る時にこのんに対応する・4、，・42は図上にいかにしたら求めら
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れるであろうか？　是に対し（7）式から

i）・41の原点は々の原点から一2α2だ

け移．動した点であり　ii）座標軸は90。

遅らせる。iii）単紘長はんの単位長即

ち緬の2・〉／言倍する事により直1

の基準ベクトルは求められる。即ち第
　　　　　　ン　　　　　ロ
2図に於て1～1Vがんの基準ベクトル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ

⑭鶯1）であり，是に対しR／1鵬

一2α2なる如くAを定めると点遼が

Aの原点になる。この点に於て座標
　　　　　　　　　　　　り軸を90。遅らせると実軸は践！V方向

になる。そしてこの方向に2，〉／3RN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ラ　　　　　　　

訂孟βなる如くBをとると直βは・4エ

の基準ベクトルになる。そこで結果的

には第2図に説明せる如く｛／三図し任意

の々に対応する遜1，遼2は直接至上に

求められる。然る時

紛　トルク　　1ブ101諮1η，〆♂の相電圧で平衡運転している時の滑り3，2一εに穿て発

生する電動機のトルクをτ・，τ2＿3とすると琉，恥の共存する不平衡運転時のトルク

π（同期ワッのは
　　　鍛昌τ，・4、2一τ2一。・422　醐コτ、／1正2一τ2一，・4’22・…・・………・・………・……………⑧

（ロ）電流　　電流の正三分を∬1，逆相分を∫2とすると

ll＝難：麟：藁＝筑…一一一働

但しノ・，、凱W～／茗／Zo1，玩一、置y／V喜ノZo2……・・…………・……・・………・……………㈹

　　　Zo正，　Z。2：正柏，逆相インピーダンス（三相定数）

⑨式に⑦式を代入すると

　　　鍛聯二認鰭窟百　｝一・…一一一・一…一一…⑳

　．’．　1α＝・11十12二謡｛ん（∫～σ→一ブへ／而慧｛1ノτ〃）十2（1zρ一ゴへ／否『11～び）｝／2～／一ぎ

　　　1～＝識一1西躍；一・（α2∫1十α12）箪島｛一た（／躍一ブ～ズぎ1／zσ）一｝一4ゐ｛・｝／2へ／『ぎ

　　　Ic綴α11十創2∫2昌｛一2ん∬擢一←2（1’乏σ十ブへ／’君㍉rノε0）｝／2へ／言

イ旦し　ムσ昌（1“3十ム2＿s）／2，11己θ端（∫侭一・Z“2＿s）／2

の　んの図式計算式　　（6）式の々に⑫式を代入整理すると

⑫oo”
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　　　に甥i謡霧’の・…一・一…一一・・一…一……・…一……一。鋤

但・継鍵欝…一・一・…一一・一…一一・…一一一・一㈱

電流ム∫，1，。は滑りを変数とする円軌跡になる事は既に彰：1らかな事で簗者は是を為∫円，

畑Flと呼んでおこう。籾てこの／η∫FI，1、。円を画きさえずれば⑬武に依りんは図式的

に容易に求まり，速度の上昇につれて々が如何様に変化するかを示す事の出来る曲線

（是をん曲線と呼んでおく）を作る事が出汁ミる。このん曲線はその定義からコンデンサ

驚圧を示している許りでなく，第2図の関係から・41，馬の変化情況をも示しているわ

けである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　筆者は既にあらゆる単相誘導電動機の線霞流軌跡は円になる事を指摘した。従ってこ

の場合∫1の軌跡は円になるので⑫式からs瓢1，0，。。に於ける∫’を求めて乃円を決

定すれば滑りの尺度線も設隻琶する事が出来る。又⑥式から左QCんそしてん瓢1の時1。

憎1／／2乙∫依ってん曲線を画く時々の基準ベクトルを11の電流座標でγ／2z‘sにとって

おくと々曲線は同時にん出：i線にもなり得るQ斯くしてノ！，左が図⊥に示されればノσ騨

11－1。として石も薩ちに知り得る。この様にして々石∫c等の速度に対する変化情況

を図上に一目瞭然たらしめる事が出来る。

　酵法　　ん法に対し酵法はある一定の滑りに干て挿入インピーダンスを変えた時の

特性の変化を見易くした方法で本質的にはん法と変る所がない。　この場合は⑬式に当

てゐ。，∬ノ、。は一定で砺が可変ベクトルである。筆者はZMのベクトル軌跡が凹又は直
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
等等の場合にんの軌跡はいかになるかの諸定理を上げた。一般にベクトルを図示する場

合に進みの方向は反時計方向にとられるが酵法に干ては一部のベクトルに対して時計

方向にとり是を区別するために蒔印を附した、，継法の聾印もか玉る意味を持っている。

2．三相対称巻コンデンサモータの起動時の円線図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのくのくの
　二相巻コンデンサモータの起動時のFI線採1は既に数氏　　に依り発表されているに拘

らず三相対称巻コンデンサモータに対しては筆者の知れる範囲に於ては是から述べんと

するものが最初の様である。雛者の酵法に依る時はこの場’合の円線図が何の技：巧も要

せず自然に誘導され，是に依って起動特性を極めて簡潔に知る事が出来る。即ち起動時

は∬ノ躍盟0，1躍響ム3ロ1となり　（一式から

となり，んは⑬｝，⑭式から

　　　ゐ一一（一！，，司ん／菩1。、＿1／～／百＋ブω6y／2）・…・一…・…………・一………一・…一一…⑯

上式に於て0を変数とした時に，んの軌跡がどうなるかを知れば，是から直ちにZα乃
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簗3図　起．動線円線図の爾法
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第4図　起動全円線図の読み方

り・4Bに下せる垂線の足をCとすると

∫。の軌跡を知り得るわけである。以

下に先づFl線図の作図法と用い方を

先に述べ次に是を証明しよう。

D　作図法第3図に於て
　　　ゆ　1．　OP謙1“∫需1ん／冨，

　　　　ケ　　　　　　シ　　　　　シ

　　　0／0笛OP＝コPP／

　2．　照1⊥一ブ軸，

　　　至L，　∠P（）E1＝曽90。

　　　E2：PE1の中点

　　　PE1班2を直径とする円を画

　　く

　3，　ゲ瀞を∠U幹0／0鵯∠POゾな

　　る如く醸1く

　4．　OE1－しに孟，βをOB蟄0∠L

　　＝へ／言σ戸なる如くとる。

　　　　　　　　　　5．　一ブ車上上にルfO出グωoレ「／2（o

　　：可変）に応じてMの位置に挿入

　　コンデンサ容量Cの目盛りを

　　施す。

ii）　円線図の用い方　C2げに相当す

る起動諸特性を知る場合，第4図に

於て一ブ軸上にC1げに相当する点を

Mとする。P酸がP島，P亀を直径

とする円と交わる点を瓦，κ2とす

ると∫1∫σ1。は図の如く示される。聾

印の意昧は既に緒言で述べた。図で

は乃は財源電圧より∠ゾ聾0！κ2だ

け遅れている：事を示している。又コ

　　　　　　　　　　ンデンサ兜町γ’δはPκ2で示される。

　　　　　　　　　　　　　
即ち財ol悶1璃・1猶「2／POその位相

は霜源電圧より∠OPK2だけ遅れて

いる事を園は示している。叉κ1よ

　　　寒、漏・・一10α0β…一・…………………………一……・…一一…・…・・…⑰

是に依ってGげを0から漸次増してゆく時の各相電流及トルク，琉等の変化情況は一

目瞭然である。又トルクの最大のCを求めるにはE2よりOBに平行線を引いてP窺を

直径とする円との交点をFとし，PFが一ブ軸と交わる点に於けるGげをとるとよい。

第5図はこの円線図に依る値と実測値との比較の一例を示す。
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　　　　100　　　　　　　0　　0
　　　　　　　　　　0　　　　　　5G　　　　　lOO　　　　　150　　　　　200　　　　　250　　　　　300　　　　　350／’工7

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　5　図

i銭）　証明

　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　第4潔1に於てOP富／“s騙1／・〆3，　MO＝ブω67／2なる故⑯式より

　　　コ　　　　　シ　　　ケ

　　　んコPO／烈4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リコンデンサ容量Cが変ると点Mは一ブ軸上を移動する。そこで．POを棊準ベクトルに

とると酵のベクトル頭の軌跡はP君1を直径とするFIになる事は筆者が前論女（1）で指摘

した逓りである。そして

　　　ロ　　　　　　ジ　　　　デン

　　　々藻陶班1ηPO愚

　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　シ　　　　　　ン　　　　　　　ケ　　　　　　シ

　。’．　1一酵弩（PO聾一Pκ1っ／PO弊営」K10弾／PO瀞

　　　　　　　　　　　　　　の　　　　ケ

　　　κ10翻（1一酵）PO幹

　　　　　ナ　　　　　　　　　　ロ　　　リ　　　　　　　　　　コ　　　

　　　OK1卦＝・（1一酵）OP態ゴ（1一酵）1か譜笛1／．〉／言

故に⑮式の∬cの式から．

　　　　わ　　　αK！赫盟1譜

叉κ2は」蟹正の中点になるから
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　　　　ラ　　　　　チ　　　　　　の

　　　PK2外／po幹冨酵／2

　　　　　の　　　　　　　　り　　　　　　　　　ウ　　　　　　　　うド　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　へあ　　　　　　　サ

　　　1十酵／2＝・（PO瀞十Pκ詳）／PO膏憎（P／P帽一照詳）／PO曇

　　　　　　　　　　ラ　　　　　サ　　　　　　　ケ　　　　　う

　　　　　　　ゴPノκ囲PO㌔馬P轡OP幹
　　　う　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　．・．　κ2p！弾＝＝＝（1＋脚2）0∫）幹頴（エートん鯨／2）1か5甚篇ユ／，〉〆．3一＝＝Zσ瀞

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　ン　　　　　　　　ウ　　　　　　　　サ　　　　　　　　　う　　　　　 サ
又　　 2一ん弾／2＝讐2一一∫ゼ（2蒔／1）0聾＝讐（290！砦一一2『1（2弾）／1）0幹＝累0／K2瀞／02P鱒

　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　コ　　　　サ

　．’．　0／K♂鴇（2一酵／2）OP軒鵠（2一痘膏／2）∫05聾賑1／へ／3瓢∫♂瀞

又んの定義から

　　　7‘5濡んγ／2

然るに

　　　コ　　　　　　　　シ　　　　　　テ

　　　々智2・コ舐2ηPO瀞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　
　．．．　ゾ‘譜鵠7幹継／2響γ三州詳μ）0帯

　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ　　　　　　　ロ　　　　　　ロ

依ってP伊を砕とみなすとVc∫れま解爵で示される。又・4．醗は・41瀞，・42弾の基準
　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ナ　　　　　　ゆ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　ウ　　　　　　　ン

ベクトルであるから，・4譜目・4κ1判遼β幹，ん塀頃κβ粘4B聾となる。　是を⑧式に代入

し且つ　⊂τ5〕5唄調〔τ2補〕s＿1　なる故

　　　偽一戸τ、＿、（・4K、2rKβ2）／孟β2

　　　　　留τ。＿、・0αOB

3．　三相対称巻コンデンサモータと二相准対称巻

　　コンデンサモータとの等価性

　筆者は二相巻，三相巻のコンデンサモータをん法で比較考察した結果，次の結論を得た。

　（i）Zo1，3φ（三枳定数）のインピーダンスを持ち，その挿入コンデンサ容量がC3φで

ある三相対称巻コンデンサモータは主巻線のインピーダンスZg玉，2紙二屈定数）が2Zo1，帥

に，その挿入コンデンサC2φがC3φ／4に等しく，且つその巻数！七ρが♂3『である二相

准対称巻コンデンサモータに入力，能率，出力，トルク等全く岡一である。

　（ii）　固定子巻線を施す時，空隙磁束密度，使用素量を同一晒すると三相薄称巻にし

た場合とρゴ4菩の二相准対称巻にした場含とでは前者に4倍のコンデンサ容童のもの

を用いれば全く岡一特性のモータになる。

　（iii）（ii）と全く岡じ条件の上に更に挿入コンデンサーも同一一にする場合は，三相対

称巻コンデンサモータの電源電圧をρ目》著の二相准対称巻コンデンサモータの電源電

圧の2倍にすれば両電動機は岡一一辱ミ1…性になる。但し，上記（1）（ii）（iii）とも二相巻，三

相巻の場合の巻線係数の差異は無視してある。籾て一；二述の（i）（ii）（iiDで固定子巻線が

二相巻，三相巻の場含とで特性がどうなるか獄大分明瞭になったわけで，是等はん法に

依ってのみよく知り得筍結果ではないだろうか？　以下に上記の事項を証明しよう。第

1表は二相准対称巻に対する々法と三相対称巻に対するん法の比較表示で是から述べる
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事を理解し易い様に掲げた。これからは二相准対称巻コンデンサモータを二相機，三相

対称巻コンデンサモータを三梱機と略称し，又二粗機，三相機のものを2φ，3ψの足字

を附して区別する。たとえば二三機のコンデンサ容量はC2φ，三相機のそれはC3φとす

る。

　ある固定子巻線に二相巻にする場合と三相巻（Y結線とする）にする場合とで空隙磁來

密度を同一一にとるものとすると両者の有効巻数”は1相にか玉る電圧に比例する。即ち

　　　舞一回ゴ》言…………・…一…………・……一………・一……………α⑳

2次1相の漏洩インピーダンスを1次に換算したものをZ2，励磁インピーダンスをZ“1

とすると

　　　瑠呂｝愚計談重li｝繍1－i織1・（畿）2一……・一……・⑲

又1極1相当りの溝数9の比は
　　　｛72φ／σ3φ＝畿3／2・…　一・・・…　◆・一一・…　一・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・一・・・…　一・・…　◆・…　一・・・・・・・…　一・一・⑫⑦

依って1溝当りの巻数オの比は

　　　籠龍馬ll：射る…一・一…一……・一………一・一………一・⑫ゆ

今二相巻の場合も全体の銅量を同一とすると1溝当りの酌量も等しい。そしてこの時の

1次漏洩インピーダンスZ1はgと’2に略比例する筈である。依って

　　　多i：1諜・（慧）2一書（ゐ）㌔・…一・一……昌……………一・一一⑳

⑲⑳式より，岡一速度に於ける正柏インピーダンスの比は，

　　　ゑ謙ε籍磯1－2一……・………一一・…一…一…・……一……¢⇒

∴無ナ．糊置ボ穿一・一一……一・………一……・…………㈱

故に，玩，1ノ、。に於ても全く同様な関係が成立し

　　　∫‘σ，2φ瓢鷲へ／一言／21‘o，3φ，　　f㌦σ，2φ・訂・〉／言．／21乙訓3φ　・…　一・…　一一・・・・…　一・・・・・・・・・・…　…⑫萄

又正相トルクτ5，逆相トルクτ2つ，出力P（岡一速度に於ける）の比は

　　　畿・・ll：1：ll・・舞戸醐の比）・（電流の比）・X（・・ピーダンス砒）

　　　　　　考・（亨）2X・一・…………………一一・・…・一………・一・⑳

又鴛壽謡諮総／鴇嘉雛懸・……・一一…・・…………………㈲

上式に㈲式を代入，且つρ瞥～／言とおいてみよう。然る時

　　　　　　＿　1砂3φ＋恥3，1，
　　　　　　　∫己03φ十2／＾／諺4漉φ

故に∬M3φ溜2／～／β4娩φなる時　彦2φ瓢た3φになる。そして∫M3φ調2八／ぼ4焼φのた
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めには

　　　　　　　C3φ鵠4C2φ

籾て，第エ表より明らかな如くρ諏V’習で島φ間ん3φの時は∠41，2，西，ノ12，2φと・41，3φ

A2’，3φの関係係は全く三一・になる。即ち電動機の不平衡度，出力，　トルクは全く両者

同一となり，又この時の入力電流乃は

　　　紘驚Lq士埜》勉，a仁ユ照（如φづ憎憎ノ’のん，φ
　　　1♂，3φ　　〔4∫あ，3φ一（1、。，3φ・一ブ・〆菩z’、。）ゐ34，〕　Zぐ2尺／誉）

上式に　㈲式とん2φ一々3φの関係を入れると

　　　　　　　鴇1・……・…・……・…・……・………・…………◆……・・…・…・　………・・⑫㊥

となる。即ちρ瓢43－，C3φ蕾4C2，1，の時の電動機入力が岡一で且つ前述の女【1く出力も

岡一一であるから能率も従って嬉しい。又この時のC3コ口か玉る電圧はC2φのそれの2

倍で両者のU／4の比は1になる。以上述べた事に依り（1）（ii）乾ま証明された。

　この場舎コンデンサ掴路の電流の比は

　　　1驚（・ンデン蝿圧砒）・蹄・・乏一去一一…・・一一一⑫9

故にこの騨1の電流密度の比は

　　　黙認ll／瓢1………・……一…一・・…一………・・一……一…・㊤①

但し，5は導体1本のi甥面不flで

　　　舞一瓢舞黒黒黎一畿・穿一三…・……一…一・・…一…・・㈲

即ちコンデンサの挿入されている柏の電流密度は同一である。但し二相機の主巻線と三

相機のα相叉はδ相の電極己密度は平衡運転lklf以外は異なり局部［ll勺に考えた巻線の温度上

昇等は異ってくるQ従ってこの等価性とは入力，ほ1力，能率，銅損，鉄損等を全体とし

て外部から見た時の等価性をいうのである。

　次に（iii）を証聴する。今たとえば二相機に薄しては100ゲ，三枳機に対’しては200U

の電源を用いる事とする。然る時は（i）（li）の場合に比べ班長巻数比の関係が異なって

来て

　　　ω2φ／zσ3φ富V一言／2　…・……………・…・・…・・…一・…・…・……………一・・…一・幽

従って

　　　Zo正，2φ／2ro1，3φ冨1／2　・…　一・・…　一・・・・…　一・…　一・・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・…　一・一・・・・・・・・…　一…　㊨｛参

∴無器一無量象一多器：艶牙磁争1環，、φ嬬・……・・一…一…一・…・㊤・｝

従ってρ翻へ／菩，C2φ富04φの時出入から秘φ調ん3φになり，特性の全く岡じ電1剰」機にな

る。斯くして（111）が成立する事がわかる。　第6図は二粗巻，三相巻のコンデンサモτ

タの出力対挿入コンデンサ容最の適量値を実験的に求められているものを筆者が是を曲

線に示して両者を比較したもので両曲線は…致の傾向を示している。是は箪者が指摘し

た（iii）の事項を考えると決して偶然でない事がわかる。

　又（iii）の事項から100Vで使絹されていた二和コンデンサモータを200Vの電源で使用
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せんとする場’合，詠じ二相巻に巻替えを行うよりも三相対称巻に；差拳撃えればコンデンサ

は容量の点，耐圧の点等そのま法闘に会い，然も電動機は略同一特’甦のものになる事が

わかる．
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4．k法を応用した不平衡三相電圧の正相分，逆相分の求め方

、！驚ヲ櫨圧（鶏撒）の正／紛・逆榔〉の潔1式求め方に種・の方法瀕1られてい

る，が々法から極めて簡単な方法を得たので以下に是を説明する。

　第7図に於て

　　△UVW：不平衡三相電圧のベクトル三角形（但し雰細分は含まないものとする）

　　△σ紘4，△σU．8：σγを一辺とする正三角形

　　△B確C：βWを一辺とする正三角形

とする。然る時電圧玲，y》，1ろ。の正相分琉，逆梱分U2は
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　　　　　　　　ン
　　　1：＝1：：：諜ll………・…一一……鋤

又線聞電圧ゾ〃κ，レ鯉，呂卿の三相分ゾ1！，逆相分Uガは

　　　　　　　　　　サ　　　ll：＝｝1ご要：濡｝…………………・…鯛

叉不平衡率」砺は

　　　H“響1レ「2／ゾ1i又は1レ72／／1／1ノト翻ン7C／ノ1舅z………㊤7）

として求められる。

　今是を証明する。三相誘導機に不乎衡三相電圧が印加さ

れている場合と三三相対称巻コンデンサモータとを比較対照

してみると第8図の如くになり

　　　％μ冒ゾ，γ砂～‘一佐s…………・・……・…………㈹

に相等する。従って第8図の（a）　の場合のたは（6）式より

　　　ん淵耽σ」‘／（Uσ、ノ2）　・一・……㊤の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏u
第7図で君βとσレ『とのi交点をNと　　U・
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a

VCS　M

t

　　　・〉ズぎω〉冒盈V汽41V，

　　　∠σ四目90Q

　　　　　　　　り　　　　　
の関係にあるのでσ1Vをんの棊準ベク
　　　　　　　　　　　　トルと考えるとレ’幽＝・乙1πZそのもの

がたになる。

そこで第2図の関係から
　　　の　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　サ　　　　
　　　・41冒丑移7／1β，

　　　　　　　　→

W
V

Iv

V

　　　　　　bc　Ic　　互b

（a）

第　8　図

（笛　1　図再記）

　　　（b）

　　　　　　　　　　ノ42ご・wqん4B……一・………・…・……・・…………・……・………働

然るに作図から・4B諏εづgoV言γ拠，・41　A2の定義から・4正響レ’i／ゾ10，・42甥％／1／10，㈲

式からγ10＝・ε一ゴ30。7ρ～，／、〉／3

∴轟ん謡調鵡▽ゴ…》肌　・・一岬・

　　　　　　　　　　　ン　．．．　　レ「1翻1／3　・εノ60。メ1W

斯くして㈲式が証明されるQ

又V1ノ，偽ノと1！1，ゾ2との間には
　　　　　　　　　（灘2）
　　　7耀漏1ろ‘一ゾび

　　　　饗（γ1十多z2）一（α2ゾ1十αγ2）

〔誰2〕　普通σ，y，耳！の翻i亘1転｝ll〔1序の緯線lill電圧はyz‘〃，　y祝〃，　y魏‘にとるが本論：交では

　　　y〃ε‘，　γωθ，　協ω　としてあるから墨形電圧の方も晋通の場合と反紺方向にとってあ

　　　るQ
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即ち

　　訟（1一α2）1／、＋（1一α）1／2

　　謡U1ノ十ゾ2ノ

ゾ、』（1一α2）ゾ1鷹～／盆“εゴ30．砿，W瓢（1一α）ゾ2騨》／『3‘ノ30．U2

依って

　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　
　　　U、ノ冨、、／β．εゴ90．．41ンγ，yr2』4言εゴ30Q　WC響～／3．εブ90．｝γβ

依って㈹式が誕明された。

　以上箪者の述べた方法に／衣ると．与えられたベクトル三角形の一辺の上に立つ正三角形

を二つ作ると不平衡率及び正相分，逆相分がが求まり一般によく用いられている方法に

比して簡単である。そして更に従来の三癬対称慶襟法は所謂相対畠変換でκ・…に端を発

したマトリックスの取扱いが．進むにつれ、て漸次糸色対変換の対称座標法が那いられる様に

なって来ており，この後者の対称座標法／こ於ては正相分，逆相分が従来のもの鼠V賞辞

になり岡式は

　　　　　　り
　　　1：：端（但、繊換）ト凸幽一……………の…一一…一・一一細

と変り，更に好都合である。

　尚以上は電圧について述べたが是は亦電流にもそのま鼠適用出来る事は1撹明を要しな

いであろう。

5．　結 言

　以一L三相対称巻コンデンサモータに対するん法，継法を応用してi）三相対称巻コン

デンサモータの起動時の円線隠iを誘導し，是に依りコンデンサ容最をかえる時の起動特

性の変化を一目瞭然たらしめた。iD　二柏巻と三相巻のコンデンサモータの等価性を論

じ鵡，是に依ると挿入コンデンサの耐圧が低い蒔，又は電源電圧の高い時等は三相対称

巻にするのがよく，特性は両者さしたる差のない事がわかった。iii）零絹分を含まない

不平衡三相電圧又は電流の不∫1三衡率，正門分，逆相分の一図式解法を説1リヨした。
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      The App}ieations of the Graphical Consideratiom Method

        for the Charcteristics of the Condenser Motor with

          Symmetrical Three-Phase Stator-windiRg Axes.

                          Sh6ta MIyAIRI

        (Department of Electrical Engineering, Faculty of Engineering)

   The author has already reported the graphical consideration method for
the charcteristics of ehe condenser motor wieh symmetrical three-phase stator-

winding axes, which has been named as "the k method" by hirn.
   The main ol]ject of this paper is to indicate the applications of the above

method for various engineering problems which are described below:
  (O The obtainning of the characteristics of the above motor at stand-still.

  (2) The analysis of the equivalent relation between the condenser motor wlth

asymmetrical two-phase stator-winding axes and the above motor.

  e) The obtainning of the unbalanced factor, positive or negative phase-
sequence component of the unbalanced three-phase voltages including no zero

phase-sequence voltage by means of the graphical method based on the k
method.


